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3．調査結果の概要
1）卒業後の動向について
　図 1 は卒業後、現在の就労状況についていて質問
した結果である。57.1％（20 名）が現在も保育者と
して働いており、保育者として就職後離職した者が
28.6％（10 名）、全く保育者として就労しなかった
ものが 14.3%（5 名）となっている。卒業時には約 9
割は保育者として送り出しているが、調査対象者の
中でも約 3 割はその後離職している。
2）勤務先と勤務年数について
　表 1 上段は現職者の勤務先、下段は離職者の離職
までの勤務先を表している。現職者の 65％が保育
園（所）に勤務している。また離職者も保育園（所）
に勤めていた割合が高く、卒業生の約 7 割が保育所
に就職する傾向にあるが、男性保育者も保育園（所）
に多い様子が窺える。
　表 2 は現職者と離職者の勤務年数を示している。
1. 緒言
本学は平成 14（2002）年度より男女共学となった。
地域社会及び高校現場からの強い要請を受けてのこ
とであるが、保育学科においても 1 期生として男子
学生 13 名を受け入れ、平成 16 年から男性保育者と
して保育現場に送り出している。現在、平成 25 年
度までで 93 名が卒業している。
　男子学生を受け入れてから 10 年が過ぎ、保育現
場でも男性保育者は珍しくなくなっているが、その
後の動向や男性保育者が持つ職務に関する意識につ
いて、養成校として振り返る必要性を感じており、
また卒業生からは「男性保育者の会」を立ち上げ、
情報や意見の交換を通して男性保育者が抱える課題
を解決していきたいとの声も上がっている。
　そこで本研究では本学保育学科男性卒業生を対象
に調査を行い、卒後の動向および意識を把握し、今
後の保育者養成及び男性保育者の課題解決にむけた
方策について検討する。
2. 方法
保育学科及び専攻科保育専攻の男性卒業生の動向
と意識を把握するために先行研究を参考に 19 項目
からなる質問紙を作成し、アンケート調査を行った。
その方法については次のとおりである。
【対象】平成 15 年度～ 25 年度　本学保育学科及び
専攻科保育専攻男性卒業生　93 名
【調査方法】郵送にて配布し後日回収
【調査期間】平成 26 年 11 月～ 12 月
【回収率】36 通回収　回収率 38.7%
　また、このアンケート結果をもとに現役の男性保
育者（卒業生）1 名にインタビュー調査も実施した。 
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位 4 番目までは両方とも同じ項目が挙げられ、卒業
時の方がその割合が高くなっている。入学時の想い
を本学 2 年間の学修を通じて保ちながら現場に出て
いった様子が窺える。
4）男性保育者に対する期待
　図 4 は男性保育者に対する園側の期待しているこ
とについて質問した結果である。保育者としての役
割というよりは社会的役割としての男性に求められ
ることが現場でも期待されている様子が窺える。表
3 のように経験年数別にみると「女性とは違う視点
での考え方、感じ方」や「父親的役割」などが経験
を重ねているほど上位に来る傾向にあり、男性保育
者としての経験に期待を寄せている様子が窺える。
5）男性保育者に身につけてほしい技術や資格
　図 5 は身につけてもらいたい技術や資格について
質問した結果である。「運動遊びや外遊びの技能」「ピ
アノ・ギターなどの音楽表現力」の回答が半数以上
あり、男性というよりは保育者として必要な技術・
技能を重視している。しかし、次には「修理・修繕
の技能（電気・木工・DIY）」も多く挙げられており、
現職者では5年以上の勤務経験を持つ者が45％おり、
10 年の勤務経験を持つ者もいることが分かる。また
離職者では 3 年目までで 50％、5 年目までで 90％が
辞めている現状が理解できる。
3）保育者を目指した理由について（入学時、卒業時）
　図 2、図 3 は保育者を目指した理由について入学
時と卒業時に分けて質問した結果を示している。上
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　図 7 は保護者に与える影響について質問した結果
である。全体的には「父親とのコミュニケーション」、
「父親の子育て参加」に対して与える影響があると
感じている割合が高いが、表 5 の経験年数別にみる
と、経験年数が少ない者ほど「母親が相談しにくい」
と回答する割合が高く、母親との関係づくりが難し
い様子が窺える。また、経験年数が高くなると「女
児保育への不安」が多く回答され、信頼され任され
る仕事が多くなることが逆に不安を与える影響もあ
ることが理解できる。
7） 男性保育者の数について
　図 8 は自分の勤務先に自分を含めてどのくらい男
性保育者がいる（た）か質問した結果である。園長、
社会的役割としての男性に求められることも重視し
ている様子も窺える。
6）男性保育者の存在が与える影響
　図 6 は子どもたちに対して男性保育者の存在が与
える影響について質問した結果である。全体でみる
と「活発で力強い活動」が一番多く回答されている
が、表 4 の経験年数別にみると「男性の考え方、価
値観の取り入れ」や「両性の大人との自然な関わり」
が上位にくる傾向にあり現場での経験によって与え
る影響が変化している様子が窺える。
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する不安定な要素が離職の理由として大きいことが
理解できる。
10）保育職に就かなかった理由について
　表 7 は未就職者にその理由について質問した結果
である。5 人が該当しているが資格を取得していて
も、求人や他業種への興味、家庭の事情、健康上の
理由などそれぞれに理由があり、就職しなかったこ
とがわかる。
11）保育職への復職意思について
　図 11 は離職者と未就職者に保育職への復職意思
を質問した結果である。33.3%が復職したいと考え、
26.7%がそう思わないと答えている。表 8 はそれぞ
れに理由を聞いたものであるが、戻りたいと考えて
いても生活環境の変化と将来性に不安を持っている
ようである。また戻れない理由については離職した
理由と同様に待遇面での不安があることが理解でき
る。
副園長、主任をのぞいているため男性という意味で
は増える可能性はあるが、60%が 1 人で、複数いる
ところは 30％程度であることがわかる。
8）保育職の継続意思
　図 9 は現職者に保育職の継続意思について質問し
た結果である。70%が「続けていこうと思う」と考
えているようであるが、「続けるとは思わない」「わ
からない」と考えている者もいる。
　表 6 は経験年数別にみたものであるが、経験 1,2
年目で「続けるとは思わない」と思っていたり、3
年以上、6 年以上でも「わからない」と答えていたり、
それぞれの置かれている立場で課題を抱え迷ってい
る様子が窺える。
9）保育職を退職した理由について
　図 10 は離職者に対してその理由を尋ねた結果で
ある。回答が多かったのは「職場の人間関係」より
も「給料が安い」、「結婚」であり、職場で男性が少
ない環境よりも男性として将来家庭を持つことに対
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の認識」だけを意識しているのではなく「男性の考
え方、価値観の取り入れ方」と「両性の大人との自
然か関わり」とを含めて意識するようになるなど保
育者としての成長も感じさせる。
　さらに、表 5 が示すように保護者に対しては「父
親とのコミュニケーション」をとりつつ「父親の子
育て参加」を意識し、「母親が相談しにくい」状況
も乗り越え、男女共同参画社会に欠かせない父親に
対する子育て支援の役割も果たそうとしている。
　中田（2004）は経験年数による男性保育者自身の
認識の変容について三段階に分け説明している。第
一段階は経験年数の少ない時期には自らの役割を
「父親代わり」と定義し、「身体を使う」保育をしよ
うとする段階。第二段階はある程度経験を積み「保
育の偏りを是正する者」として「男性の視点」を生
かすことに存在意義を見いだす段階。第三段階はか
なりの経験を積み「男性保育者」としての意義付
けようとする段階を脱し、「子どもの発達を促す者」
と位置づけ「子どもの発達を促す働きかけ」につい
て考え実践していく段階。このように役割や自己認
識、保育そのものの変容に一連のシークエンスがあ
ると指摘している。これに従い調査結果を捉えるな
らば、卒業していった男性保育者たちは「父親代わ
り」として「体を使う保育」から「保育を是正する者」
として「男性の視点」から存在意義を見いだしてい
る時期に大多数が存在し、これから次のステージを
迎えようとしている、ということができよう。
　本校としては毎年男性保育者を少しずつではある
が確実に送り出している。そうすることで現場に男
性が増え、彼らが経験を重ねながら活躍する姿を見
せ続けることで認識され、後に続く卒業生自身も男
性保育者の存在意義を確認しながら、自らの成長を
実感していっている、そういう時期に今はあるので
はないかと考えられる。
2）男性保育者に求められる役割と資質について
　調査結果でみられる男性保育者に求められている
役割や保育者自身が影響を与えていると感じている
傾向については、前述しているところもあるが男性
保育者に関する先行研究においても指摘されてい
る。　
　男性保育者の研究動向を整理した高嶋ら （2006） 
は男性保育者の役割や資質について、男性保育者の
存在意義を性役割分業意識に基づく資質や役割を超
12）入学前の男性保育者に関する情報について
　表 9 は入学前に男性保育者に関して知っておきた
かった情報について質問した結果である。本学でも
養成を開始した当初は全国的にデータなど集められ
るデータはあったと思われるが、県内あるいは市内
など身近なところで働いていた男性保育者がどのよ
うな状況であったか知っておきたかった様子が窺え
る。
4. 考察
1）卒業生男性保育者に対する現状認識
　ここまで、調査結果から男性卒業生の動向と意識
について概観してきた。調査票の回収率が 4 割にも
満たないため、この結果が本学を卒業した男性卒業
生の状況を代表するものとは言い切れないが、日頃
卒業生に相談を受け聞く内容と一致する部分も多く
あり、その一端を示すものとして考察を進めていく。
　本学が卒業生を送り出して以来、これまで女性が
大多数を占めていた保育現場に就職した男性保育者
の活躍している姿は、少しずつではあるが確実に現
場に浸透しており、そうした彼らの存在は現場の園
長や管理職、女性保育者や保護者に対して男性の保
育者の存在意義を認識させ、意識の変容を生み、こ
れがまた彼らを支える礎になりつつあると推測され
る。
　例えば、表 3 が示す経験年数別に見た男性保育者
に期待することについては経験年数が少ない１，２
年目には一般的に男性に求められる「力仕事」「高
いところでの作業」「屋外での作業」を代表するよ
うな役割を期待しているが、経験を積んでいくこと
によって「女性とは違う視点での考え方」「父親的
役割」を期待するように保育者としての男性が果た
す役割を求めており、「男性」から「保育者として
の男性」へと認識が変容している。　
　また、表 4 が示す男性保育者が子どもたちに与え
る影響では経験年数を経てくると単に「父親的役割
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3）養成校のとしての本学の役割と課題
①学ぶ環境について
本学は県北地区にある唯一の養成校として男性学
生を受け入れて養成を続けてきた。井村（1984）は
伝統的な性別分業観にとらわれない意識を育ててい
くためには、男女共学の環境が少なからず影響を及
ぼしていると指摘しているが、学生時代から男女問
わず共に学び合うことによって男女個々に多様な個
性があることを知り認め合える環境にあり、保育現
場に出てからも一般的な性差による特性ではなく、
個々の多様な存在意義を認め合う関係を構築するの
は難しくないのではと思われる。確かに図 9 が示す
ように離職者の理由の上位には「給料が安い」「結婚」
があげられ、次に「職場の人間関係」があるが、そ
れほど多い割合ではない。しかし、現在の保育現場
は養成の段階でその様な経験をしていない保育者が
圧倒的に多い職場である。
　養成する側としては男性保育者の存在の有無が現
場の意識にもたらす影響や実際の保育の実態を現場
や学生に意識して伝えていくことが必要であろう
し、加えて養成段階において改めて男女を問わず保
育者に求められている職業的専門性を意識的に追求
していく姿勢が必要である。
②男性保育者の動向に関する情報の活用について
男性保育者の養成を開始してから初めてこのよう
な動向調査を実施した。表 9 に示すように入学前に
知っておきたかった情報についていくつかあげられ
ているが、養成校としては募集をする際に持ってお
かなければならない情報ばかりである。保育者に関
する情報については男性保育者に限った情報でも 10
年前よりは確実に増えてきている。本学の卒業生の
動向や実態と共に市内、県内、全国の情報を集め、
入学者が男性保育者として将来の見通しを持ちなが
ら学修できる環境を整えることが必要である。
③離職者と復職希望者への対応について
図 9 が示すとおり、今回の調査では５名の離職者
が回答を寄せてくれ、貴重なデータを得ることが出
来た。給料や結婚など家計を背負う不安が離職につ
ながっているようである。
　また卒業生のインタビュー調査でもこの点につい
て質問をしてみた。具体的には辞めようと思ったこ
とはなかったのか、時期的には何年目ぐらいだった
のか尋ねてみると、次のような答えが返ってきた。
えたところに見出そうとする視点として、男女の性
差に関係なく保育者の専門性を求めようとする姿勢
が近年の研究に見られる特徴とする一方で、まだま
だ保育現場では男性保育者に対する意識としては従
来の性的分業に基づいた資質や役割への期待が根強
いと指摘している。確かに図 4 の結果を見ても上位
に来るものは「力仕事」や「高いとことの作業」な
ど性的分業に基づくもので、そのなかでも保育者の
専門性とは関係のないことである。一方で保育者自
身は図 5 が示すように「運動遊びや外遊びの技能」「ピ
アノやギターなど音楽表現」など性差に関係ない保
育者の専門性に基づくものを身につけてほしいと考
えている。本校では男女共学という環境で性別に関
係なく保育者としての専門性を知識やできる技術と
して身につけていながら、現場に出ると求められる
ものが違う。このような経験をしているのが実情で
あろう。
　ただ、表 3 ～ 5 で経験年数ごとに変化がみられる
ように男性保育者が経験を積み、現場にいることに
よって、周りの保育者や保護者が「男性」の一般的
なイメージから脱却していく様子も窺える。図 7 が
示すとおり男性保育者が複数いる園はまだまだ少な
いが、多くの男性保育者が働き続けることによって、
男性保育者と働いた経験のない保育者も少なくな
り、多くの男性保育者との接触経験が性別による役
割分担の必要性を低下させ、専門職としての自らの
能力や個性の発揮できる環境へと変化していくと考
えられる。これを中田のいう自己認識変容のシーク
エンスと関連づけて考えてみると、現場での男性保
育者の存在とそこで積み重ねた経験、それによって
作られた環境が次のステージに引き上げる鍵となる
と思われる。
　男性保育者に求められる資質や能力の最終的な行
き先が「性役割分業に基づく考えから性別にとらわ
れない保育者としての役割と資質」として自らの保
育者としての能力や個性の発揮が求められるところ
にあるとするならば、それぞれの立場や環境、積み
重ねた経験に基づき自分が今どのステージにあるの
か振り返りつつ、見通しをもちながら保育実践を積
み重ねていくというスタンスが男性保育者には必要
である。
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学修し、自分なりの男性保育者像を先輩達をモデル
としながら描けるのではないかと考えている。設立
までの支援は以下の手順で進めていった。
①男性卒業生同窓会の開催
図 12　男性卒業生同窓会の案内
　平成 26 年 12 月 23 日　長崎短期大学で開催。13
名の同窓生が参加した。（図 12 参照）
②男性保育者の会の設立に向けた提案と会員の募集
図 13　男性保育者の会の案内
　同窓会時に男性保育者の会の設立に向けた提案が
あり、同時に会員の募集もなされた。会員は本学卒
業生だけではなく、まずは市内の男性保育者を中心
初めてから 3 年目、日中の仕事に加え、持ち帰りの
仕事に追われ休む間もない。給料も安く仕事量と釣
り合いがとれないと同級生が辞めていく。自分も同
じような状況にあり迷った時期もあったという。ま
た結婚をする。家計を支える責任、より高収入の望
める他の仕事を探すべきか迷う。このような時に相
談する相手や支えてくれる家族の存在があったから
こそ続けられたという。
　さらに現職者の中にも今後の継続意思について
「続けるとは思わない」、「わからない」と回答して
いる離職する可能性のある者も存在している。それ
ぞれの立場は違うが、男性保育者として同じ悩みを
抱えている者がいると言うことは少ないデータでは
あるが明らかである。
　また図 10 が示すように離職した者の中には復職
したいという希望を持っている者も存在する。表 8
が示すように復職を希望する理由には好きな仕事で
はあるが今の置かれている状況と保育現場に戻るこ
とへの不安があげられており、復職しようと思わな
い理由においても同様の傾向が見られる。卒業生か
ら「男性保育者の会」を立ち上げ、男性保育者同士
の意見交換を通じて悩みや抱える課題の解決につな
げたいという声が挙がるのもこのような背景がある
ものと考えられる。既に全国規模では 1974 年から
全国男性保育者連絡会という 12 の自治体の支部か
らなる組織があり活動をしている。まずは佐世保市
内に点在する男性保育者の親睦を図り、相互の経験
を交流し合い、保育実践を高めていくための交流を
進めつつ、男性保育者が抱える課題を解決するため
に組織的に活動していくことが離職者を減少させ、
復職への道筋も示せる一つの方策になるのではない
かと考えられる。
5. 男性保育者の会設立に向けた支援について
男性保育者が抱えている課題は男性であるがため
になかなか言葉に出来ないこと、経験がないために
実践しにくいこと、前例がないために取り組めない
ことなどひとりあるいは少人数では解決できないこ
とであり、今回の調査の結果からも示されている。
そこで養成校として振り返り卒業生から要請もあっ
た、男性保育者の会の設立を支援することで、問題
解決の手助けとしたいと考えた。設立後は在校生も
そこに巻き込むことで、将来の見通しを持ちながら
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業生 1 名、県外在住の離職した卒業生 1 名、市内在
住の離職した卒業生１名、計 8 名が参加した。内容
は体を使ったゲーム遊びの体験と情報交換で２時間
ほど行われた。
6. 結語
　今回、本研究を通じて男性保育者の動向と意識を
養成校として振り返り、男性保育者の会という支援
する組織の立ち上げまで関わることが出来た。振り
返ってみて養成校としては今後も卒業していく男性
保育者の動向や全国の動きなども情報として収集す
ると共に教育において男性保育者の保育の実態を意
識して伝えることや男性保育者に求められている職
業的専門性を追求していく必要性が改めて理解でき
た。また男性保育者が活躍していくための環境をづ
くりとして男性保育者がいることによる効果につい
て、子どもや保護者、保育者同士の関係性から明ら
かにし、男性保育者の会を支援しながら情報を発信
していくことも必要であると考えている。
　11 期の卒業生を送り出してはいるが、男性保育
者が現場に浸透し、保育者として認識されるために
は、実践での経験を積み重ねキャリアを形成してい
くという、保育者として継続し働くことが必要であ
る。時間のかかることではあるが、彼らがその姿を
見せ続けることが自らの存在意義を確固たるものに
していく。そのキャリア形成に必要な環境について
は個々の置かれている状況によるが、これから本格
的に活動をしていく男性保育者の会がネットワーク
を広げ課題を共有しながら解決の方法をみいだして
くれるものと期待している。
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窓会の企画、運営から男性保育者の会の設立に向け
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男性保育者の会の開催も案内された。（図 13 参照）
③第１回男性保育者の会の開催
　平成 27 年 2 月 22 日に長崎短期大学体育館で開催
された。（図 14 ～図 16 参照）
 
図 14　第１回男性保育者会の様子① 
図 15　第１回男性保育者会の様子② 
図 16　第１回男性保育者会の様子③
　市内に勤務する男性保育者 3 名、専攻科保育専攻
1 年生２名、来年度より専攻科に進学する 26 年度卒
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た。ご協力いただきました皆様に心からの御礼と感
謝を申し上げたく、謝辞に代えさせていただきます。
※本研究は長崎短期大学平成 26 年度傾斜配分研究
費より助成を受けていることを付け加えておく。
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